
60ドル台中盤で売買が交錯
NY原油先物相場は、1バレル=60ドル台中盤で売買が交錯する展開になった。7月上旬はドライブシー

ズンの需給ひっ迫を反映して69.65ドルまで値上がりしたが、70ドルの節目を前に上げ一服となってい

る。その後は調整売りが上値を抑えているが、65ドル水準では押し目買いを入れる動きも強く、週を通

じて明確な方向性を打ち出せなかった。

米原油在庫は2週連続で減少しており、過去5年レンジを下回る低在庫環境にある。また、製油所稼働率

は前週の93.9%から95.5%まで上昇し、製油所の原油需要も堅調。WTI原油先物は期近限月に対して

プレミアムを加算した状態が続いているが、改めて買い進むような動きは見送られている。トランプ米

政権が各国に通知した関税を巡って、日本との合意が実現し、欧州連合（EU）との合意も近いとの見方

から、投資家のリスク選好性が高まったことはポジティブだが、株高との連動高は見送られた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月18日時点）は、原油が前週比317万バレル減、ガ

ソリンが174万バレル減、石油精製品が293万バレル増となった。
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【現状確認】
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60ドル台中盤で売買交錯、短期需給引き締まりも上昇一服感
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【展望】

60ドル台中盤をコアに売買が交錯する見通し。ドライブシー

ズン中の短期需給引き締まりが原油相場を下支えするが、70

ドルで抵抗を確認している。足元の需給には依然としてタイ

ト感が残り、瞬間的に60ドル台後半を試す可能性は想定して

おく必要あがる。しかし、米原油在庫の減少報告、通商環境

の改善期待でも改めて原油相場を押し上げる動きは限定され

たことで、徐々に上値の重さを確認していく見通し。

季節的な需給引き締め圧力は残されており、7月30日に発表

される米週間需給統計は重要。前週は米原油在庫減少に目

立った反応を見せなかったが、在庫水準が極めて低いことに

変化は見られず、更に在庫取り崩しが進むと買いが膨らむ可

能性はある。ただし、ドライブシーズン中のガソリン在庫手

当てに目途が立つと、製油所稼働率が低下して需要の端境期

に向かうため、短期上昇リスクとの評価に留まろう。在庫減

少でも押し目買いが見送られると、下振れリスクが高まる。

より大きな上昇リスクとしては、ロシアが黒海で外国籍の石

油タンカーの荷積みを制限する動きを見せていることに注意

が求められる。米欧がロシア産石油に対する制裁を強化して

いることに対応した動きとみられるが、黒海ではカザフスタ

ン産原油の輸送も行われており、大規模な供給障害が発生し

た場合には、急伸対応を迫られる可能性がある。

通商環境の改善期待はポジティブ。7月27日に欧州委員会の

フォンデアライエン委員長とトランプ米大統領の会談が予定

されている。また、7月27～30日には米中通商協議も予定さ

れている。通商リスクの軽減評価で世界経済の先行き不透明

感が後退すると、投資家のリスク選好性の高まりが原油相場

を押し上げる可能性はある。
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